
ルールを守った上で、明朗なモーニングセミナーを
目指します。 

■倫理法人会活動での商行為の禁止、
　政治活動・他団体への勧誘禁止

倫理法人会において、一切の商取引、宗教・政治活動
への勧誘、他団体への勧誘、その他PR活動は禁止さ
れている。本来の活動の円滑な推進の妨げとなるから
である。会の信頼が失墜することのないよう、役員が
厳正に対応する。

■録音・録画・写真撮影について
録音・録画・写真撮影は、講師の承諾なしに行うこと
は出来ない。また、フェイスブック、ツイッター、ブ
ログ等を始めとしたウェブ上への公開を目的とした写
真撮影や、内容の掲載も出来ない。倫理法人会会員限
定のフェイスブック掲載の場合も基本的に講師の承諾
をとる。（会員以外講師は必須）

発　行　山形県倫理法人会
　　　　〒990-0835 山形市やよい二丁目1－47
　　　　TEL.023-647-5582
　　　　FAX.023-646-7660
　 　　　www.yamagata-rinri.net
発行日　平成27年8月27日
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山形県
合同事務局

山形県倫理法人会
広報委員長 
五十嵐久仁子

今年は初めて富士研に参加し、
様々な単会のMSで報告をさせて
頂く機会がありました。営業でも
サービス業でもなく右脳系技術職
人の私は、元来人前で話す事が
大変苦手なのですが、そんな苦
手意識を超えたのは、沢山の県内
各地の倫友との出会いでした。「広
報誌で伝えているのは、ここにい
る単会の皆様の実践なのだ」と実
感する機会となり、もっと広報（後
方）支援ができるように力を注ぎ
たい！と、気持ちを新たにした次
第です。この一年、誠にありがと
うございました！

編集
後記 倫理法人会では、以下の禁止事項があります。

倫理ビギナーの

素朴な疑問
にお応えします。

倫理法人会に入会したけれど、
あまり活動に参加できず、倫理実践の
ハードルが高くなってしまった会員の方に
向けて、いまさら聞けない素朴な疑問に
優しくお応えします♪

活
力
朝
礼
の
目
的
は
、
単
に
社
内
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
高
め
、モ
ラ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、人
が
人
と
し
て
正
し
く

生
き
て
い
く
力（
人
間
力
）を
養
う
場
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

生
き
が
い
と
感
動
、発
見
と
気
づ
き
に
よ
っ
て
人
生
は
豊
か
に
な
り
、人
の
役
に
た
っ
て
い
る
、

社
会
へ
貢
献
し
て
い
る
と
の
実
感
が
仕
事
の
喜
び
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
で
す
。
働
く
意
欲

を
高
め
、
喜
び
の
和
を
広
げ
、
人
間
教
育
の
場
と

し
て
活
力
朝
礼
を
と
ら
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

A.

よく勧められる活力朝礼ですが、
目的とメリットを
教えてくれますか？

Q.

活
力
朝
礼
の
メ
リ
ッ
ト
と
効
果

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

期
待
さ
れ
る
5
つ
の
効
果

①
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
（
仕
事
に
向
か
う
心
身
の
準
備
）

②
情
報
の
共
有
化
（
連
絡
・
報
告
な
ど
）

③
目
的
意
識
の
確
認
（
企
業
の
未
来
と
目
標
を
確
認
）

④
基
本
動
作
の
習
得
訓
練
（
企
業
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
）

⑤
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化

　
（『
職
場
の
教
養
』で
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
、
相
互
理
解
の
深
化
）

メ
リ
ッ
ト

①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
く
す
る
（
意
思
の
統
一
）

②
や
る
気
を
お
こ
さ
せ
る
（
士
気
の
高
揚
）

③
基
本
動
作
の
実
習
の
場
（
現
場
教
育
）

ポ
イ
ン
ト

①
開
始
時
間
の
厳
守

②
き
び
き
び
と
し
た
美
し
い
言
動

③
明
る
い
声
と
爽
や
か
な
笑
顔

Information 広報委員会からお知らせ

30°

おはよう
ございます

いらっしゃい
ませ

他業他社がどのような
朝礼を行っているのか、それを体感
していただく絶好の機会。自社朝礼
を更に活性化し、活力を高める有益
な発見ができました。

（株）アサヒ印刷	 8月1日・29日、9月5日
 8：00 〜 約90分
（株）アイタックル	 7月21日 8：30 〜 約20分
（株）エスパック	 8月3日 7：45 〜 約25分
	秋山鉄工（株）	 7月22日 7：50 〜 約20分

企業朝礼見学ツアーを
開催しました。

朝礼委員会

前盛朝礼委員長による朝礼パワーアップ
セミナー

山形県倫理法人会
広報もがみがわ
平成 27 年8 月27 日

www.yamagata-rinri.net

平成27年度 会長挨拶　五十嵐 慶三

年度を振り返って p.2

今年も来ました！雄大な飯豊連峰の麓、小国町

第23回ブナ文化フォーラム開催 p.4-6

倫理経営企業訪問・えがおのげんば　

株式会社	安藤組 p.10-13

平成27年度 14単会PICK	UP通信 p.15-21

● 拡充発表会 p.3
● 山伏修行体験塾 p.7-9 
● 女性倫理講演会 p.14
● おもしろ経営塾 p.22
● 超常識を愉しむ p.23

volume

42

山形の母なる川

一般社団法人 倫理研究所

山形県倫理法人会

笑
顔
の
伝
承
。

笑
顔
の
伝
承
。
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倫
理
研
究
所
の
い
う「
事
業
体
験
報

告
」
と
は
、「
純
粋
倫
理
」の
実
践
に
よ

り
、
事
業
が
好
転
し
た
体
験
の
報
告
を

指
し
ま
す
。
倫
理
を
学
ん
で
実
践
し
、

結
果
が
出
た
こ
と
の
内
容
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、

正
し
く
倫
理
を
学
ん
で
お
れ
ば
、
必
ず

好
転
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
体
験
と
は
、
単
な
る
企
業
経
営
に

お
け
る
経
験
で
は
な
く
、「
純
粋
倫
理
の

学
び
」と「
実
践
」が
含
ま
れ
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
企
業
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、「
内
外
拡

充
」「
上
下
一
心
」、
会
員
さ
ん
向
け
の

「
会
員
資
質
の
向
上
」を
目
指
し
、
愚
直

に
コ
ツ
コ
ツ
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る

地
固
め
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
経
過
報
告
を
、
そ
れ
ぞ
れ
委

員
会
ご
と
、
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

朝
礼
委
員
会
で
は
、「
ブ
ロ
ッ
ク
別
朝
礼

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
、

「
活
力
朝
礼
」の
意
義
、
目
的
を
明
確
に

お
示
し
頂
き
ま
し
た
。
研
修
委
員
会
か

ら
は
、「
富
士
研
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
」へ

の
参
加
を
喚
起
、
貴
重
な
体
験
を
さ
れ

た
方
々
か
ら
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
て
ご
講
話
頂
き
、
次
年
度
に
向
け
た

参
加
意
欲
を
掻
き
た
て
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
女
性
委
員
会
で
は
、「
モ
ノ
の

片
付
け
」
を
通
し
て
自
分
を
知
る「
女

性
倫
理
講
演
会
」
を
開
催
、「
時
間
と

空
間
」
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
基
づ

い
た
実
践
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
青
年
委
員
会
で
は
、
出
羽

三
山
の
自
然
、
修
験
道
の
学
び
や
行
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す

「
山
伏
修
行
体
験
塾
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
と
な
っ
た「
ブ
ナ
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
」は
、
今
年
度
で
23
回
目
と
な
り
、

グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
も
取
り
入
れ
、
有

意
義
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
、

全
て
の
行
事
に
参
加
、
カ
メ
ラ
に
収
め
、

通
年
型
で
大
活
躍
の
広
報
委
員
会
、
年

度
当
初
か
ら
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会
、
そ
し

て
普
及
拡
大
委
員
会
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
丸

山
理
事
長
を
お
迎
え
し
て
の「
教
育
創

生
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in
山
形
」が
開
催
さ
れ
、

家
庭
倫
理
の
会
、
倫
理
法
人
会
、
各
単

会
役
員
の
皆
様
方
を
中
心
に
、
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、「
つ
な
ぎ

拡
が
る
倫
理
運
動
」
の
成
果
を
残
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
次
年
度
以
降
も
、
活
動
の
重

点
は
、引
き
続
き「
人
づ
く
り
」で
あ
り
、

組
織
活
動
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
ま

す
。
強
固
な
基
盤
を
創
り
上
げ
る
に
は
、

他
人
に
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

が
行
え
ば
よ
い
、
全
て
は「
ハ
イ
！
」の
、

一
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
決
め
ご
と
を
、

き
ち
ん
と
守
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ

り
ま
す
。
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず
か

と
な
っ
た
拡
充
計
画
の
最
終
年
度
、
万

全
を
期
し
て
次
年
度
が
ス
タ
ー
ト
出
来

る
よ
う
に
、
締
め
く
く
り
を
シ
ッ
カ
リ

行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
を
最
後
ま
で
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Message
ごあいさつ

年
度
を
振
り
返
っ
て

山
形
県
倫
理
法
人
会
　
会
長
　
五
十
嵐 

慶
三 

　

8
月
12
日（
水
）ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形
に
て
拡
充
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
五
十
嵐
会
長
は
、
挨
拶
で「
平

成
24
〜
26
年
の
拡
充
の
成
果
発
表
と
し

て
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
幹
部
研
修

や
倫
理
経
営
講
演
会
等
年
間
1
0
0
回

以
上
の
奉
仕
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
会
長

さ
ん
中
心
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
賜
っ

た
。
入
会
1
3
9
件
の
う
ち
85
％
が
3
月

以
降
で
あ
っ
た
が
、
8
単
会
が
二
桁
成
長

の
入
会
の
数
と
な
っ
た
の
は
特
筆
す
べ
き

こ
と
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
目

標
達
成
し
た
の
は
、

山
形
市
、
米
沢
市
、

山
形
市
蔵
王
、山
形

市
中
央
の
4
単
会
で

し
た
。　

　

倫
理
研
究
所
普

及
事
業
部 

和
田
毅

部
長
の
ご
挨
拶
で
は

「
本
日
現
在
、
全
国

6
7,
0
0
4
社
と

な
っ
た
。
2
0
2
0

年
の
75
周
年
の
節
目

に
は
年
間
を
通
じ
て

7
0,
0
0
0
社
で
あ
る
よ
う
な
倫
理
法

人
会
の
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
」と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原 

行
雄
幹
事
長
よ
り
経
過
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。「
拡
充
3
年
間
で
変

わ
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
に
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
単
会

毎
に
な
ご
や
か
、
家
族
的
、
女
性
の
参
加

者
が
多
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
っ

て
受
け
入
れ
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
て

い
る
と
い
う
印
象
。
ま
た
、
退
会
の
件
数

に
つ
い
て
、
過
去
3
年
と
比
べ
、
約
30
名

ほ
ど
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
」。

　
そ
の
後
４
単
会
の
拡
充
発
表
が
あ
り
、

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

山
形
市
倫
理
法
人
会

加
藤 

章 

普
及
拡
大
委
員
長

　

会
長
は
、
年

間
を
通
じ
て
普

及
に
力
を
注
い

で
い
た
。
拡
大

月
間
は
週
2
回
の
普
及
活
動
し
、
時
間

を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
成
果
が
あ
が
る

と
実
感
し
た
。

北
村
山
氏
倫
理
法
人
会
　

早
坂 

幸
起 

会
長

　
M
S
に
た
く

さ
ん
の
会
員
に

参
加
し
て
も
ら

い
た
く
、
M
S

の
月
間
案
内
ハ
ガ
キ
で
早
め
に
会
員
の
方

に
周
知
を
す
る
手
法
を
、
設
立
か
ら
2
年

休
ま
ず
に
続
け
て
い
る
。

米
沢
市
倫
理
法
人
会石

井 

輝
雄 

会
長

　
女
性
の
会
員

を
増
や
す
努
力

を
し
、
M
S
参

加
者
全
体
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
。
女
性
の
参
加
者
が

増
え
る
こ
と
で
、
会
場
が
明
る
く
な
り
、

雰
囲
気
も
大
変
よ
く
な
っ
た
。

庄
内
中
央
倫
理
法
人
会

冨
樫
　
幸
吉 

会
長

　
菅
原
相
談
役
と
、二
人
で
訪
問
を
重
ね
、

様
々
な
方
に
入
会
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
職
場
の
教
養
を
届
け
、
数
日
経
っ
て

か
ら
ア
ポ
を
と
っ
て
訪
問
し
お
話
し
て
い

る
。
継
続
し
て

活
動
し
て
い
き

た
い
。

　
最
後
に
、
鈴
木
隆
一
相
談
役
の
総
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
会
は「
現
在

と
未
来
を
つ
な
ぐ
も
の
」と
強
い
決
意
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
、
輝
く

未
来
を
設
計
す
る
た
め
の
機
会
と
し
、
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
点
と
し
て
以
下
5
つ

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

１
．拡
充
と
は
何
か
も
う
一
度
考
え
よ
う

２
．倫
理
実
践
者
を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か

３
．退
会
防
止
活
動
の
強
化
を
考
え
よ
う

４
．新
入
会
員
、
既
存
会
員
へ
の
普
及
を

　

 

ど
う
す
る
か

５
．倫
理
法
人
会
の
真
の
目
的
、真
の
使

命
を
見
失
わ
な
い「
会
員
企
業
の
繁

栄
、日
本
社
会
の
発
展
」

　
拡
充
発
表
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
お
互

い
の
努
力
を
労
い
、
次
年
度
に
向
け
て
の

新
た
な
決
意
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会
拡
充
発
表
会
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夏
空
広
が
る
快
晴
の
初
日
。
め
ざ
み

の
里
か
ら
バ
ス
で
玉
川
に
移
動
し
、
さ
っ

そ
く
萱
野
峠
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
越

後
米
沢
街
道
十
三
峠
は「
歴
史
の
道
百

選
」「
日
本
風
景
街
道
」に
登
録
さ
れ
、

か
の
有
名
な
女
性
旅
行
家
イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
が
歩
い
た
国
内
外
に
認
め
ら
れ

た
道
。1
5
2
1
年
、
伊
達
14
代
稙
宗
が

大
里
峠
を
開
い
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
、
長
年
置
賜
〜
越
後
間
の
流
通
を
支

え
る
重
要
な
経
済
の
道
で
し
た
。

　

十
三
峠
の
ひ
と
つ
、
萱
野
峠
は
標
高

2
7
8
m
、
全
長
3.7
㎞
行
程
約
2
時
間
の

ル
ー
ト
で
す
が
、
今
回
は
時
間
と
空
腹

の
都
合
上
、
一
部
だ
け
歩
き
ま
し
た
。
雑

木
林
の
中
、
な
だ
ら
か
な
勾
配
を
登
っ
て

行
く
と
、
古
い
敷
石
が
現
れ
ま
す
。
地

元
の
N
P
O
法
人
の
方
々
に
よ
っ
て
丁
寧

に
掘
り
出
さ
れ
た
敷
石
の
上
を
歩
く
と
、

米
や
煙
草
、
塩
や
肴
な
ど
を
積
ん
だ
馬

が
行
き
来
し
た
で
あ
ろ
う
当
時
の
空
気

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

飯
豊
連
峰
と
そ
の
下

に
広
が
る
田
園
地
帯
を

み
て
い
る
と
、
た
ま
ら
な

く
お
腹
が
空
い
て
く
る
… 

飯
豊
と
書
い
て
、
豊
か

な
飯
！
と
い
う
こ
と
で
、
街
道

散
策
の
後
は
待
ち
に
待
っ
た
お

昼
の
時
間
。
川
入
荘
、
越
後
屋
、

マ
タ
ギ
の
館
、
3
箇
所
に
分
か

れ
て
食
事
を
し
ま
し
た
。
手
打

ち
蕎
麦
、
岩
魚
、
山
菜
。
美
味
し
い
水

が
育
て
た
、
雑
味
の
無
い
自
然
の
味
は
、

体
に
新
し
い
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

  

初
日
午
後
は
ブ
ナ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

メ
イ
ン
企
画
、
地
域
の
方
々
と
交
流
し

な
が
ら
の
討
論
会
。
今
回
は
、
山
形
県

農
林
水
産
部
農
政
企
画
課　

高
橋
信
博

氏
を
お
招
き
し
て
、「
超
現
実
的
に
地
域

創
生
を
考
え
る
講
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
橋
氏
は
県
内
唯
一
の「
地
域
づ
く

り
専
門
員
」と
し
て
県
内
外
1,
0
0
0

件
以
上
の
事
例
と
向
き
合
い
地
域
づ
く

り
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。「
官
」に
よ

る
地
域
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
て
課
題
と
向
き
合
い
解
決
に

向
け
て
話
し
合
い
を
重
ね
る
事
を
推
奨

し
実
践
す
る
氏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、

実
際
に
体
験
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
半
、
こ
れ
ま
で
に
氏
が
手
が
け
た

様
々
な
事
例
を
講
演
頂
き
、
活
力
あ
る

地
域
組
織
は
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
の

か
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る「
宝
」を
ど
う

や
っ
て
見
つ
け
出
す
か
等
の
興
味
深
い
お

話
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
後
半
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
る
の
で
す
が
、「
一
言
も
話
さ
ず
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
だ
け
で
誕
生
日
順
に
並
ぶ
」と

い
う
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
形

成
方
法
も
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は「
過
疎

集
落
の
再
生
を
考
え
る
」と
い
う
事
で
、

会
場
と
な
っ
た
小
玉
川
地
区
を
題
材
に

課
題
を
共
有
し
、
7
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
毎
に
課
題
解
決
策
を
出
し
あ
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を
使
っ
て「
自
分
た
ち
で

で
き
る
事
／
企
業
と
組
ん
で
で
き
る
事

／
官
と
組
ん
で
で
き
る
事
」に
分
け
、
さ

ら
に「
す
ぐ
で
き
る
事
／
２
〜
４
ヶ
月
く

ら
い
で
で
き
る
事
／
長
期
的
に
で
き
る
こ

と
」に
仕
分
け
ま
す
。
最
後
に
各
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
解
決
策
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
空
想
あ
り
妄
想
あ
り
の
お
互

い
の
ア
イ
デ
ア

を
讃
え
合
い
ま

し
た
。

　

2
日
目
は
早
朝
４
時
半
に
集
合
し
て

バ
ス
移
動
で
駐
車
場
に
降
り
立
つ
と
…

越
後
米
沢
街
道
十
三
峠
、
萱
野
峠
の
石
畳
を
歩
く

   今年も来ました！ 雄大な飯豊連峰の麓、小国町

第23回ブナ文化フォーラム開催
7月11日〜12日、山形県倫理法人会主催の恒例企画、ブナ文化フォーラムが開催されました。歴史の
街道散策、ブナの森をトレッキング、地域づくりのワークショップなど、参加者の方々が「今年は今ま
でと趣向が違って有意義だった。また参加したい」と口を揃える充実の内容。企画と運営に尽力され
た原幹事長、ありがとうございました。

マ
タ
ギ
の
里
で
、

山
の
味
、
川
の
味
堪
能

右
脳
の
活
性
が
止
ま
ら

な
い
！

地
域
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

樽
口
峠
で

贅
沢
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

宿泊は国民宿舎梅花皮荘。山菜料理と
音楽溢れる楽しい夕べ。 45



今
年
も
会
え
ま
し
た
！
こ
の
絶
景
！
手

前
に
見
え
る
倉
手
山
と
、
そ
の
奥
に
は

所
々
残
雪
を
纏
っ
た
飯
豊
連
峰
が
屏
風

の
よ
う
に
広
が
り
ま
す
。
贅
沢
す
ぎ
る

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
那
須
女
性
委
員
長

進
行
に
よ
る
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
講
話
は
昨
日
に
引
き
続
き
、

高
橋
氏
。
地
域
づ
く
り
の
事
例
と
し
て
、

作
谷
沢
の
発
展
と
外
部
支
援
の
整
理
に

つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
地
域
づ

く
り
支
援
を
始
め
る
時
に
大
切
な
の
は
、

そ
れ
ま
で
の
歴
史
や
経
緯
を
と
こ
と
ん

調
べ
、
ま
ず
は
理
解
す
る
こ
と
だ
と
氏

は
言
い
ま
す
。
配
布
い
た
だ
い
た
資
料

は
大
変
具
体
的
で
分
か
り
や
す
く
整
理

さ
れ
、
地
域
づ
く
り
の
み
な
ら
ず
企
業

な
ど
の
組
織
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
と

て
も
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　
ワ
ラ
ビ
園
の
中
に
新
し
く
作
ら
れ
た

ル
ー
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
早
朝
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
緩
や
か
に

下
り
な
が
ら
眼
前
の
飯
豊
連
峰
が
ど
ん

ど
ん
迫
っ
て
く
る
様
子
は
、
ま
る
で
日
本

ア
ル
プ
ス
に
居
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す

る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
光
景
で
す
。

　

や
が
て
ル
ー
ト
は
木
漏
れ
日
が
揺
れ

る
ブ
ナ
林
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
、
つ
い

先
日
ま
で
雪
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
フ
カ

フ
カ
の
落
ち
葉
の
道
に
変
わ
り
ま
し
た
。

結
構
な
傾
斜
を
下
り
切
る
と
、
休
憩
ポ

イ
ン
ト
の
窪
地
。
こ
の
一
帯
の
ブ
ナ
は
面

白
い
形
状
が
多
く
、
雪
の
重
み
に
耐
え

な
が
ら
陽
の
光
を
求
め
て
成
長
し
た
跡

が
伺
え
て
愛
着
が
湧
き
ま
す
。
中
に
は
、

熊
が
登
ろ
う
と
し
た
生
々
し
い
爪
痕
が

残
っ
て
い
た
り
…
！
随
分
と
下
っ
て
来
た

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
登
り
が
待
っ
て

い
る
と
い
う
事
。
口
々
に「
今
朝
は
軽
め

の
散
策
の
は
ず
で
は
〜
？
」と（
苦
情
を
）

言
い
な
が
ら
、
汗
を
か
き
か
き
登
っ
て
行

き
ま
す
。
途
中
の
湿
地
で
は
、
美
し
い

苔
が
見
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、

約
一
時
間
の
ル
ー
ト
で
様
々
な
表
情
を
楽

し
め
ま
し
た
。

　

バ
ス
移
動
復
路
の
恒
例「
反
省
会
」。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
マ
イ
ク
を
持
ち
、
今
回

の
感
想
と
改
善
点
、
解
決
策
提
案
な
ど

の
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
初
日
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
効
果
は
帰
り
の
バ
ス
車
中
ま

で
続
き
、「
次
年
度
は
更
に
有
意
義
な
ブ

ナ
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
し
た
い
ね
！
」と

倫
理
法
人
会
ら
し
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言

葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
山
形
県
倫
理
法
人
会

山
伏
修
行
体
験
塾
開
催
日
の
7
月
7

日
。
そ
の
日
は
、
我
が
国
待
望
の
新

型
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
8
号
の
運
用

が
始
ま
る
日
で
あ
り
、
年
に
一
度
、
織

姫
と
彦
星
が
逢
引
す
る
七
夕
の
日
で
も

あ
り
、
そ
し
て
、
な
ん
と
山
形
県
倫
理

法
人
会
新
旧
役
員
引
継
ぎ
の
日
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
『
冬
の
富
士
研
、
夏
の
山
伏
』と
倫
理

法
人
会
倫
友
な
れ
ば
、
全
国
の
誰
も
が
知

る
研
修
の
場
に
育
て
よ
う
と
の
志
の
も
と

青
年
委
員
会
の
主
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た

山
伏
修
行
体
験
塾
で
す
か
ら
、
全
国
の
前

に
先
ず
は
東
北
方
面
、
そ
の
前
に
、
膝
元

で
あ
る
山
形
県
倫
理
法
人
会
の
県
役
員
、

単
会
会
長
、
単
会
役
員
の
皆
様
に
奮
っ
て

御
参
加
頂
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　
が
、し
か
し
、当
然
と
言
え
ば
、当
然
の

こ
と
な
が
ら
、県
役
員・
単
会
会
長
の
皆

様
が
軒
並
み
不
参
加
の
中
、
少
数
精
鋭
12

名
の
参
加
者
で
今
回
の
第
四
回
山
伏
修

行
体
験
塾
は
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

羽
黒
派
古
修
験
道
と
呼
ば
れ
る
羽
黒

山
伏
の
修
行
と
は
十
界
の
行（
地
獄
界
・

餓
鬼
界
・
畜
生
界
・
修
羅
界
・
人
界
・
天

界
／
六
道　

声
聞
界
・
縁
覚
界
・
菩
薩

界
・
仏
界
／
四
聖（
悟
界
））で
あ
り
、
人

の
生
ま
れ
変
わ
り（
輪
廻
転
生
）を
現
世

に
て
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

山
伏 

修
行

体
験
塾YAMABUSHI

平
成

27年
度

青
年
委
員
会

織
姫
と
彦
星
が
逢
う
7
月
7
日
、

七
夕
に
開
催
！

ワ
ラ
ビ
園
と
ブ
ナ
林
を

爽
快
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
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こ
の
山
伏
修
行
体
験
塾
は
、
実
に
良

く
考
え
ら
れ
た
内
容
の
行
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
ご
高
齢
の
方
か
ら
ご
婦
人
ま
で

誰
も
が
体
力
的
に
完
遂
が
出
来
る
内
容

な
が
ら
、
先
達
山
伏
で
す
ら
、
ひ
と
つ
や

ふ
た
つ
の「
苦
手
」な
内
容
の
行
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
山
で
健
脚
を
誇
る
人
に
里

で
苦
手
な
行
が
あ
り
、
里
で
涼
し
げ
な
人

に
山
で
辛
い
行
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
程
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
行

を
行
な
う
ご
と
に
参
加
者
の
顔
が
引
き

締
ま
っ
た
良
い
顔
に
な
っ
て
い
く
の
が
分

か
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
第
四
回
目
に
し
て
、
初

め
て
全
て
の
修
行
で
脱
落
者（
リ
タ
イ
ヤ
）

を
出
さ
ず
に
全
員
揃
っ
て
の
修
行
体
験

完
遂
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

む
し
ろ
天
候
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
の
方
が

多
い
月
山
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

参
加
者
の
日
頃
の
行
い
の
賜
物
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
山
伏
修
行
体
験
塾
の
締
め

く
く
り
と
な
る
、
出
生
式（
生
ま
れ
変
わ

り
の
儀
）。
最
後
に
塾
長
よ
り
名
前
を
呼

ば
れ
、
山
伏
言
葉「
請
け
た
も
う
」と
大

き
な
声
で
返
事
を
し
て
、
山
伏
体
験
塾
修

了
証
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
、

揃
っ
て
晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
私
事
な
が
ら
第
一
回
・
二
回

と
参
加
し
、
昨
年
と
今
年
は
里
で
待
機
し

て
い
た
私
も
来
年
の
第
五
回
は
、
修
行
を

3
回
終
え
た
者
に
与
え
ら
れ
る
三
度
位

拝
受
を
期
し
て
、
参
加
い
た
し
ま
す
。
過

去
に
参
加
経
験
の
あ
る
方
も
、
初
め
て
と

な
る
方
も
来
年
の
奮
っ
て
の
御
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
青
年
委
員
会
副
委
員
長 

佐
藤
正
廣
）

ま
す
。
本
来
の
修
行
は「
四
季
の
峰
」と

言
わ
れ
る
年
４
回
の
峰
入
り
修
行
で
、
そ

の
内
容
は「
聞
か
ず
語
ら
ず
」、
参
加
修

験
者
の
み
が
知
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
我
々
、
青
年
委
員
会
で
実
施
す
る
山

伏
修
行
体
験
塾
は
、
本

来
は
長
く
厳
し
い
山
伏

修
行
を
一
泊
二
日
の
日

程
に
凝
縮
し
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
体
験
し
て
頂
き
、
霊
峰
出
羽

三
山
の
中
で
己
と
向
き
合
い
、
今
後
の
倫

理
経
営
実
践
の
決
意
を
新
た
に
し
て
頂
く

為
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
も
っ
と
、
端
的
に
言
え
ば
、
昨
日
ま
で

の
自
分
を
振
り
返
り
、
現
在
の
自
分
の
姿

を
見
つ
め
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
定

め
た
な
ら
ば
、
過
去
の
穢
れ
を
払
っ
て
浄

化
し
、
生
ま
れ
変
わ
る
修
行
体
験
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
本
来
の
山
伏
修
行
は
終
わ
り

の
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
日
程
的
に

も
全
て
の
修
行
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
が
、
純
粋
倫
理
実
践
の
決
意
を
固
め

る
一
機
会
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
の
山
伏
修
行
体
験
塾
は
好
天

に
恵
ま
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
本
来
の
山

伏
修
行
の「
聞
か
ず
語
ら
ず
」原
則
に
則

り
、
事
前
の
案
内
チ
ラ
シ
に
修
行
内
容
の

詳
細
を
掲
載
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
毎

年
、
参
加
者
の
方
々
は
少
し
心
配
そ
う
に

集
合
さ
れ
ま
す
。今
年
も
同
様
で
し
た
が
、

白
装
束（
死
に
装
束
）に
着
替
え
、
入
塾

式
を
始
め
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
顔
が

引
き
締
ま
り
始
め
ま
す
。

霊
峰
出
羽
三
山
の
中
で

己
と
向
き
合
う

過
去
の
穢
れ
を
払
い
、

生
ま
れ
変
わ
る
修
行
体
験

山
伏
修
行
の
原
則
に
則
り

「
聞
か
ず
語
ら
ず
」
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た
か
な
。
今
で
は
元
気
な
挨
拶
や
返
事
が

社
内
に
響
く
よ
う
に
な
り
、
社
員
た
ち
の

様
子
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
う
え
で
も
役
立
っ
て
い
ま

す
ね
。

　

酒
田
市
倫
理
法
人
会
が
発
足
し
た
の

は
平
成
16
年
。
そ
の
年
に
酒
田
米
菓
の
佐

藤
茂
さ
ん
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ
た
ら
嫌
と
言
え

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か（
笑
）。
発
足
当

時
は
10
人
足
ら
ず
で
、
私
も
最
初
は
ほ
と

ん
ど
顔
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
年
の
冬
に
佐
藤
さ
ん
か
ら「
最
近
お

天
気
が
悪
く
て
大
変
だ
か
ら
人
の
集
ま
り

が
悪
い
ん
で
す
」と
電
話
を
い
た
だ
い
て
。

　
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
、

始
め
は
早
起
き
が
大
変
で「
週
一
で
も
朝

来
る
の
は
大
変
で
す
ね
」と
佐
藤
さ
ん
に

言
う
と「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
時
だ

け
早
起
き
し
よ
う
と
せ
ず
、
毎
日

早
く
起
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
」

と
教
え
ら
れ
、「
な
る
ほ
ど
！
」と

納
得
し
て
ね（
笑
）。

　
常
に
倫
理
を
意
識
し
て
経
営
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
自
身「
素
直
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
人
と
関
わ
る
時
に
自

分
の
気
持
ち
を
素
直
に
伝
え
れ
ば
、
相
手

の
思
い
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
は
初
対
面
の
相

手
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
商
売
以
前
に
、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

社
員
と
の
関
係
性
に
お
い
て
も
言
え
る
こ

と
。
経
営
者
と
し
て
、
日
頃
か
ら
社
員
一

人
ひ
と
り
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
車
両
を
大
切
し

な
が
ら
長
年
運
送
を
担
当
し
て
く
れ
て
い

る
社
員
に
は
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
新
し
い
ト

ラ
ッ
ク
を
担
当
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た

り
。
そ
の
時
の
社
員
の
涙
を
見
る
と
、
私

の
ほ
う
が
感
動
を
も
ら
い
ま
す
ね
。

　
経
営
し
て
い
て
、
苦
し
い
こ
と
は
度
々

あ
り
ま
す
が
苦
労
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
な

い
で
す
ね
。「
苦
し
い
」
と
感
じ
る
の
は

物
事
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
。
私

が
決
断
す
る
際
に
基
準
と
し
て
い
る
の
は

「
損
得
で
や
る
」か「
世
の
中
に
必
要
だ
か

ら
や
る
」
の
か
。「
世
の
中
に
必
要
だ
と

思
う
も
の
を
最
優
先
す
る
」と
、
成
功
さ

れ
た
方
々
か
ら
お
聞
き
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
損
得
よ
り
も「
必
要
だ
」
と

い
う
考
え
で
判
断
し
た
時
の
ほ
う
が
正

し
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
商

売
を
し
て
い
る
以
上「
損
得
」
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
っ
て
多
い
で
す
よ

ね
。
そ
う
し
た
場
合
、
時
に
は
う
ま
く
い

経
営
は

素
直
に
な
る
こ
と
か
ら

　
以
前
、
本
部
か
ら
講
師
が
い
ら
し
て
活

力
朝
礼
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
講
習
を
受
け
た
こ
と
で
、
朝
礼
を
社
内

に
取
り
入
れ
会
社
全
体
を
元
気
に
し
よ

う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
職
業
柄
、
寡
黙
で

対
人
関
係
が
苦
手
な
社
員
が
少
な
く
な

い
の
で
す
が
、
朝
礼
を
続
け
る
う
ち
に
少

し
ず
つ
様
子
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

以
前
な
ら「
話
を
し
て
！
」
と
振
っ
て
も

「
い
や
〜
」
と
躊
躇
し
て
い
た
社
員
た
ち

が
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
朝
礼
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
3
年
く
ら
い
か
か
っ

■ えがおの人

山形県倫理法人会副会長
酒田市倫理法人会相談役

安藤	政則	氏
昭和27年 庄内町生まれ
血液型 AB 型

■ えがおの現場

株式会社	安藤組
[ 代表取締役 ] 安藤 政則
[ 創業 ] 昭和 21年
[ 所在地 ] 本社・管理部／
東田川郡庄内町提興屋中島 80
[ 事業内容 ] 安藤組グループ

（株）安藤組／生コンクリート製造、
建設資材としての骨材製造、産業廃
棄物中間処理 他

（有）安藤運輸／一般貨物運送 他
菅睦建設（株）／土木工事、建築工事、
大工工事、とび・土工工事、石工事
他建設に伴う各種工事
安藤整備工業（株）／一般車両の整備、
車検、板金塗装、車両販売、自動車
保険

酒田
市

YAMAGA
TA

2015.6
.23

倫理経
営

企業訪
問

朝
礼
を
続
け
て
い
く
う
ち
に

社
員
に
変
化
が

安
藤
組
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め
る
傍
ら
、
倫
理
法
人
会
に
関
わ
り
な
が
ら
多
忙
な
日

を
送
ら
れ
て
い
る
安
藤
副
会
長
の
優
し
い
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
た
取
材
当
日
。
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
安
藤
将
士
取
締
役
は
じ
め
、
社
員
の
方
の
清
々
し
い
接
待
が
印

象
的
で
し
た
。
朝
礼
は
隣
り
合
わ
せ
の
人
と
向
か
い
合
い
、
服
装
チ
ェ
ッ
ク
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、『
職
場
の
教
養
』を
使
っ
て
の
挨
拶
実
習
、「
ハ
イ
」の
実
践
、

輪
読
を
社
員
全
員
が
元
気
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。「
男
の
業
界
」
に
倫
理
の
考
え
を

ど
う
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
、
安
藤
副
会
長
の
話
の
中
か
ら
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
見

え
て
き
ま
す
。

倫
理
と
の
出
会
い
は

判
断
の
基
準
は
、損
得
か

必
要
性
か

職場の教養や砂利のサンプルが置いてあ
り、コミュニケーションも楽しい受付窓口。
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大
切
に
す
る
企
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
常
々
考
え
て
き
ま
し
た
。
産
業
廃
棄
物

の
処
理
や
建
設
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
再
資
源
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
農
業

を
考
え
て
い
く
こ
と
も
、
ま
た
、
近
年
力

を
注
い
で
い
る
風
力
発
電
事
業
も
、
そ
う

し
た
共
通
の
思
い
か
ら
で
す
。

　
当
社
で
は
14
年
前
か
ら
、
田
植
え
前
の

時
期
に
な
る
と
近
く
の
小
学
校
ま
で（
約

2
㎞
）の
道
路
を
掃
除
し
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
、
私
は
ゴ
ミ
袋
片
手
に
自
宅
か
ら

会
社
ま
で
歩
い
て
通
勤
し
て
い
た
ん
で
す

が
、
子
ど
も
達
が
登
校
す
る
道
に
吸
い
殻

や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
落
ち
て
い

る
の
は
教
育
上
良
く
な
い
と
思
い
、
安
藤

組
と
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
自

身
、
最
初
の
頃
は「
な
ん
で
こ
ん
な
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
ん
だ
？
」と
ブ
ツ
ブ
ツ
言

い
な
が
ら
拾
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時

気
づ
い
た
ん
で
す
、「
ゴ
ミ
拾
え
っ
て
だ

れ
か
ら
も
頼
ま
れ
て
い
な
い
」と
。
”や
っ

て
あ
げ
て
い
る
“と
い
う
傲
慢
な
気
持
が

あ
る
か
ら
怒
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
最

近
は
”嫌
な
ら
拾
わ
な
け
れ
ば
い
い
“と

思
え
る
よ

う
に
な
っ

て
き
ま
し

た
ね
。

　
全
国
的
に
見
て
、
山
形
県
は
人
口
当
た

り
で
考
え
る
と
普
及
率
が
い
ち
ば
ん
高
い

ん
で
す
。
特
に
山
形
市
は
人
口
25
万
人
の

市
で
会
員
が
5
0
0
社
で
す
か
ら
誇
れ
る

こ
と
で
す
ね
。
倫
理
法
人
会
が
根
付
く
土

壌
と
山
形
の
文
化
は
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
五
十
嵐
会
長
も

歴
史
あ
る
山
形
の
文
化
を
新
し
い
切
り
口

で
考
え
て
い
く
勉
強
会
等
を
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
で
も
、「
米
沢
の
上
杉
鷹
山

に
学
ぶ
」は
、
今
後
、
山
形
県
倫
理
法
人

会
の
シ
リ
ー
ズ
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
と
思
う
ほ
ど
興
味
深
い
内
容
で
す
よ
。

　

酒
田
市
倫
理
法
人
会
は
目
標
を
高
く

持
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に
元
気
な
法
人
会
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
庄
内
は
女

性
が
元
気
！
こ
れ
か
ら
も
女
性
が
原
動

力
に
な
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

安藤氏の

ある一日

健康の秘訣は、いつも「うまい、
うまい！」と声に出して美味
しく飲んで食べること。

4：00 起床

6：30 モーニングセミナー
休日や MS の無い日は起床
後、録画していたビデオを
まとめて鑑賞！好きな番組
は、NHK「知恵の泉」「私の
履歴書」、BSジャパン「日経
プラス 10」だとか。趣味の
魚釣りも、最近は仕事オン
リーでご無沙汰だそうです。

7：00 出社

7：30 始業・朝礼

仕事

12：00 昼食

仕事

18：30 帰宅

21：00 就寝 z- z- z- z- ...

山
形
県
倫
理
法
人
会
へ
の

期
待

か
な
か
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
自
分
で
判

断
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
か
ら「
ま
た
頑

張
る
し
か
な
い
」と
前
向
き
に
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
後
悔
し
な
が
ら
現
状

に
留
ま
っ
て
い
て
も
う
ま
く
行
っ
た
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
っ

て
も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
。

　

最
近
知
り
合
っ
た
創
業
者
の
方
が
息

子
さ
ん
に
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
、「
創
業

は
大
変
だ
け
ど
二
代
目
に
は
二
代
目
の

苦
し
み
が
あ
る
」と
。
二
代
目
は
創
業
し

た
部
分
を
守
り
な
が
ら
、
自
分
も
さ
ら

に
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

が
一
般
的
に
考
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。
で

も
、
私
は
、
創
業
者
は「
初
代
創
業
者
」

で
、
二
代
目
は「
二
代
目
創
業
者
」、
三

代
目
は「
三
代
目
創
業
者
」
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
先
代
と
同
じ
こ
と
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
の

代
と
し
て
の
使
命
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
代
の
創
業
者
と

し
て
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
る
よ
う
に
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
す
。
先
代
の
実
績
や
経
験
、
蓄
積
さ
れ

た
デ
ー
タ
等
を
ベ
ー
ス
に
、
自
分
の
発
想

を
取
り
入
れ
て
受
け
継
い
で
い
く
形
が
理

想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
も
い
ず
れ
三

代
目
に
渡
す
時
が
く
る
わ
け
で
す
が
、
ど

う
土
台
作
り
を
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て

い
く
か
を
最
近
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
創
業
者

で
あ
る
父
の
背
中
を
見
な
が
ら
中
学
生
の

時
に
は
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
父
と
私
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
価
値
観
や
人
間
性
を
含
め
、
次
の

代
と
ど
う
信
頼
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
か

も
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

　

5
年
前
、
庄
内
産
の
作
物
を
栽
培
生
産

し
、
食
の
安
心
・
安
全
に
配
慮
し
た
循
環

型
農
業
を
考
え
て
い
く「
ア
グ
リ
事
業
部
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
当
社
の
事
業
は「
自

然
」
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り

ま
す
。
国
土
建
設
の
仕
事
を
し
な
が
ら
も
、

我
々
が
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
球
環
境
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
然
と
命
を

自
然
を
相
手
に
す
る
仕
事

だ
か
ら
こ
そ
の
使
命

通
学
路
を
全
員
で
掃
除

女
性
が
原
動
力

次
代
の
”創
業
者
“に

バ
ト
ン
を
渡
す
と
き

右は社長のご子息で取締役の安藤将士氏。2 年前に地元に戻り
家業を手伝う決意をしたとの事。

通学路にあたる県道 2.5㎞を約 100 人で
清掃。山形新聞に掲載されました。
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新庄最上倫理法人会

北村山倫理法人会

天童市倫理法人会寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会

酒田市倫理法人会

庄内中央倫理法人会

鶴岡市倫理法人会

長井市倫理法人会

米沢市倫理法人会

山形市倫理法人会

山形市蔵王倫理法人会
山形市中央倫理法人会

庄内最上
ブロック

村山A
ブロック

置賜
ブロック

南陽市倫理法人会

村山B
ブロック

　

7
月
31
日
、
毎
年
恒
例
の
ビ
ア
パ
ー

ティ
ー
を
亀
松
閣
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
啓
事
務
長
司
会
進
行
の
も
と
、

小
松
幸
弘
会
長
挨
拶
、
中
村
恒
一
相
談

役
の
乾
杯
で
祝
宴
へ
と
進
み
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
佐
藤
敬
一
専
任
幹
事
か
ら

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
早
め
た
理
由
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
拡
充
1
8
5
社
達

成
記
念
と
、
小
松
会
長
の
7
月
30
日
の

〇
〇
歳
の
誕
生
日
の
お
祝
い
、
そ
し
て
、

小
松
幸
弘
会
長
の
3
年
間
の
ご
苦
労
様

と
、
小
松
丸
の
残
り
1
ヵ
月
間
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と

で
し
た
。
更
に
、
参
加
者
一
人
一
人
か

ら
も
小
松
会
長
へ
の
想
い
と
、
自
身
の

決
意
表
明
な
ど
が
あ
り
、
宴
会
は
最
高

潮
を
迎
え
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
23
名
と
ち
ょ
っ
と
少
な

め
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
同
士
た
い
へ

ん
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
感
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
都
合
に

よ
り
参
加
で
き
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
来
年
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
松
幸
弘
会
長
、
3
年
間
本
当
に
お

疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
長 

金
子 

明
）

　

私
は
長
井
市
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
早

く
も
8
年
を
迎
え
ま
す
。
何
と
な
く
良
い

事
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
が
程
々
に
成

果
が
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い
た
様
に
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
事
が
事
業
に
対
し

て
顕
著
に
表
れ
た
の
は
、
私
が
倫
理
法
人

会
に
入
会
を
し
て
3
年
後
、
作
業
中
屋
根

よ
り
落
下
し
、
車
イ
ス
生
活
と
な
っ
て
か

ら
、
更
に
1
年
後
急
に
売
上
が
2
倍
と
な

り
ま
し
た
。
第
二
条
の
得
る
は
捨
つ
る
に

あ
り「
捨
我
得
全
」の
中
の
一
節
を
体
感
し

ま
し
た
。「
こ
う
し
た
一
生
に
二
度
と
出
あ

う
こ
と
の
な
い
大
窮
地
に
陥
っ
た
時
こ
そ
、

度
胸
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
一
切
を
な

げ
う
っ
て
、
捨
て
て
し
ま
う
。
地
位
も
名

誉
も
、生
命
も
、こ
の
時
ど
う
い
う
結
果
が

生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
こ
と
に
思
い

も
よ
ら
ぬ
好
結
果
が
、
突
如
と
し
て

現
れ
る
。い
わ
ゆ
る
奇
蹟
と
い
う
の
は
、

こ
う
し
た
瞬
間
に
起
こ
る
、
常
識
を

は
る
か
に
超
え
た
現
象
で
あ
る
。」そ

の
事
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

（
普
及
拡
大
副
委

員
長 

遠
藤
孝
一
）

●
気
づ
き
の
報
告

倫
理
を
学
ん
で

思
う
事

●
7
月
の
イ
ベ
ン
ト
報
告	

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
・
三
つ
の
お
祝
い

14単
会

各単会、人気講師の
モーニングセミナー始め
パワーアップした催しが充実する夏。
輝く朝日と倫友の笑顔に集い
活力ある1日をスタートしましょう！

各単会ではいつでも
皆様を温かく
お迎えします！PICK UP通信

山形市倫理法人会

長井市倫理法人会

　
去
る
6
月
28
日（
日
）、
平
成
27
年
度

女
性
倫
理
講
演
会
を
山
形
国
際
ホ
テ
ル

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
師
は
東
京

日
本
橋
断
捨
離
会
代
表 
や
ま
し
た
ひ
で

こ
公
認
断
捨
離
ト
レ
ー
ナ
ー 
麻
野
ゆ
か

り
氏『
人
生
が
変
わ
る「
断
捨
離
」セ
ミ

ナ
ー
』と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。
目
標
の
2
0
0
名
超
え
の
沢
山

の
方
に
ご
来
場
頂
き
、
盛
会
に
終
わ
る

事
が
出
来
ま
し
た
事
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
講
演
会
に
あ
た
り
、
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
五
十
嵐
県
会
長
を

は
じ
め
企
画
運
営
に
尽
力
下
さ
い
ま
し

た
女
性
委
員
会
の
皆
様
、
各
単
会
の
皆

様
、
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

毎
年
ど
な
た
に
講
師
を
お
願
い
す
る

か
、
女
性
委
員
会
の
大
き
な
テ
ー
マ
で

す
が
、
こ
の
度
は
男
女
問
わ
ず
注
目
度

の
高
い
、
今
話
題
の「
断
捨
離
」が
い
い

の
で
は
…
と
い
う
こ
と
に
な
り
こ
の
企

画
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
単
会
へ
の
ご
案
内
の
他
、
山
形
新

聞
に
広
告
掲
載
し
ま
し
た
所
、
一
般
の

方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
事
務
局
に
入

る
な
ど
思
わ
ぬ
反
響
が
あ
り
、
当
日
券

18
枚
と
い
う
嬉
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま

し
た
。

　
講
師
の
麻
野
ゆ
か
り
先
生
は
、「
片
づ

け
ら
れ
な
い
」こ
と
に
悩
み
、
自
分
を
責

め
る
日
々
が
続
く
中「
断
捨
離
」に
出
会

い
、
実
践
者
と
な
ら
れ
た
方
で
す
。
モ

ノ
の
片
づ
け
を
通
し
て
自
分
を
知
り
、

苦
悩
の
日
々
か
ら
劇
的
に
快
方
に
向
か

い
、
ひ
と
つ
一
つ
の
モ
ノ
と
向
き
合
う
こ

と
で
、
モ
ノ
と
一
緒
に
背
負
っ
て
い
た

し
が
ら
み
を
手
放
す
こ
と
が
出
来
、
自

分
が
ご
き
げ
ん
に
な
り
家
族
が
笑
顔
に

な
っ
た
と
い
う
経
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
、

自
ら
の
経
験
と
自
宅
訪
問
セ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
中
か
ら
の
学
び
や
気
付
き
を
も
と

に
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
の
具
体
的
な
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
、
そ
れ
に
よ
り
起

き
た
偶
然
と
も
言
え
な
い
出
来
事
や
リ

ア
ル
な
改
善
は
驚
き
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
整
理
す
べ
き
な
の
は
、

財
布
の
中
の
不
要
な
レ
シ
ー
ト
、
要
ら

な
い
物
を
も
ら
わ
な
い「
断
」、
過
剰
に

溜
め
込
ま
な
い「
捨
」、
の
繰
り
返
し
に

よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
自
由
な
空
間
へ
の

「
離
」。
自
己
肯
定
感
が
生
ま
れ
、
コ
コ

ロ
も
カ
ラ
ダ
も
軽
く
な
る
と
い
う
こ
と

を
お
聞
き
し
、セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、「
す

ぐ
片
付
け
を
し
た
く
な
っ
た
」「
即
生
活

に
生
か
し
た
い
」な
ど
の
声
が
沢
山
聞
か

れ
、
倫
理
の
学
び
の「
物
の
整
理
は
心

の
整
理
」「
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
す
る
」を
、

と
こ
と
ん
身
近
に
感
じ
る
事
が
出
来
た

セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　

皆
様
の
お
陰
様
で
平
成
27
年
度
の
女

性
委
員
会
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
終

了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
性
委
員
会
は
明
る
く

元
気
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
女
性
委
員
長 

那
須
喜
美
子
）

平
成
27
年
度 

女
性
倫
理
講
演
会

『
人
生
が
変
わ
る
「
断
捨
離
」
セ
ミ
ナ
ー
』

講演会の
ご挨拶を務める
那須女性委員長

講演会の準備は
念入りに。
反省会は美味しく
楽しく、次に繋げる
のが女性委員会の
良いところ！

ピザリア
で

　イタリ
アン♪ 1415



寒河江市倫理法人会

上山市倫理法人会
　

上
山
市
倫
理
法
人
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
5
年
程
に
な
り
ま
す
。
最
初

は
、
会
社
の
経
営
方
針
に「
倫
理
経
営

に
徹
す
る
」と
い
う
方
針
が
あ
る
の
で

積
極
的
に
と
い
う
よ
り
は
、
強
制
的
に

と
い
う
感
じ
で
し
た
。

（
木
曜
日
の
夜
か
ら
金
曜
日
の
朝
に
か
け
て

億
劫
な
日
も
…
）

　

し
か
し
、
参
加
し
て
い
る
う
ち
に
会
場

の
凛
と
し
た
空
気
の
中
で
、
現
役
社
長
の

事
業
体
験
や
生
い
立
ち
、
会
社
経
営
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
・
会
社
で
実
践
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
興
味

深
い
話
の
連
続
で
、
実
際
に
会
社
を
経
営

し
て
い
る
人
の
言
葉
は
説
得
力
・
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。

　

私
、
自
身
に
置
き
換
え
た
場
合
、
会
社

の
朝
礼
で「
職
場
の
教
養
」を
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
の「
ハ
イ
ッ
！
」の
後

に
１
番
最
初
に
輪
読
す
る
く
ら
い
で
す
…

　
こ
れ
か
ら
も
倫
理
を
学
ん
で
い
く
中
で
、

「
気
づ
き
」と「
出
会
い
」を
大
切
に
小
さ
い

こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
出
来
る
範
囲
で
実

践
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

（
青
年
委
員
長 晋

道
勇
一
）

　

寒
河
江
市
倫
理
法
人
会
平
成
27
年

度
倫
理
経
営
講
演
会
が
去
る
5
月
21

日（
木
）グ
ラ
ン
デ
ー
ル
寒
河
江
に
於

い
て
1
6
7
名（
昨
年
よ
り
微
増
）の

来
場
者
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を「
こ
こ
に
活
路
あ
り
」と

銘
打
ち
、
講
師
に
中
国
・
四
国
方
面
副
方

面
長 

田
島
康
賢
氏
を
迎
え
、有
志
企
業
社

員
に
よ
る
活
力

朝
礼
実
演
と
の

二
本
立
て
の
開

催
で
す
。

　

朝
礼
実
演
は

短
期
間
の
練
習

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
指
導
し
て

下
さ
っ
た
諸
氏
の
期
待
に
見
事
に
応
え
、

元
気
い
っ
ぱ
い
息
も
ピ
ッ
タ
リ
の
素
晴
ら
し

い
実
演
を
披
露
し
て
く
れ
、
出
演
し
て
く

れ
た
社
員
さ
ん
達
に
は
、
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

田
島
副
方
面
長
の
講
話
は
、
失
敗
事
例

と
し
て
八
起
会（
倒
産
企
業
経
営
者
の
会
）

の
例
か
ら
、
早
起
き
や
家
庭
円
満
、
素
直

な
心
、
背
筋
を
の
ば
す
こ
と
等
、
倫
理
法

人
会
と
の
共
通
項
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

加
え
て
亭
主
関
白
の
話
題
な
ど
楽
し
く
興

味
深
い
講
話
を
頂
き
、
最
後
に「
活
路
は

足
下
に
あ
る
」と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
を
増
や
す
と
い
う
永
遠
の
課
題

が
残
っ
た
も
の
の
、
ユ
ニ
ー
ク
で
実
の
詰

ま
っ
た
素
晴
ら
し
い
講
演
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。　
　
　
（
広
報
委
員
長 

中
西
和
則
）

　

青
天
の
霹
靂
。

　

本
当
に
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
で
し
た
。
そ
の
と

き
は
役
職
を「
受
け
る
」と
か「
受
け
な
い
」な
ん
て

考
え
る
余
裕
も
知
識
も
無
く「
た
だ
受
け
る
」。
そ
し

て「
会
社
存
続
」を
さ
せ
る
こ
と
だ
け
を
思
っ
て
行
動

し
て
い
ま
し
た
。
人
生
で
初
の「
無
我
夢
中
」を
実
践

し
た
数
日
間
で
し
た
。（
正
確
に
は
1
ヶ
月
く
ら
い
の

期
間
は
あ
っ
た
）

　

そ
し
て
、
経
営
の
立
場
に
立
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く

し
て
あ
る
会
社
の
社
長
さ
ん
か
ら「
倫
理
、
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」と
聞
か
れ
て
…
。
全
く
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、「
知
り
ま
せ
ん
」と
即
答
。
社
長
さ
ん
か
ら

「
そ
れ
じ
ゃ
一
度
見
に
来
て
よ
」の
言
葉
に
引
か
れ
る

よ
う
に
し
て
見
学
へ
。

　

そ
れ
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら「
い
や
、
結
構
で
す
」と

言
う
の
で
す
が
、
そ
の
時
ば
か
り
は「
は
い
、
行
き

ま
す
」と
言
っ
て
い
た
の
で
す
。
今
更
な
が
ら
不
思

議
で
す
。
ま
ぁ
、
朝
の
活
動
で
す
か
ら
私
と
し
て
は

時
間
が
空
い
て
い
て
断
る
理
由
が
無
か
っ
た
だ

け
で
す
が
…
。

　

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
見
学
に
行
っ
た
ら

驚
き
で
し
た
。（
宗
教
活
動
？
ヤ
バ
イ
！
）し
か

し
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
心
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
気
持
ち
よ
く
感
じ
て
い

ま
し
た
。「
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」「
大
人

の
道
徳
」と
思
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
見
学
し
て
一
週
間
く
ら
い
で
紹

介
し
て
い
た
だ
い
た
社
長
さ
ん
に
入
会
の
気
持
ち
を

伝
え
て「
入
会
」す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
３
年
半
。
現
在
で
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
委
員
長
の
役
職
を
任
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
酒
田
市
倫
理
法
人
会
の
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

　

さ
て
、
会
社
経
営
を
受
け
継
い
だ
当
時
は
日
々
の

経
営
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は

ど
う
に
か
周
り
を
見
る
余
裕
が
で
き
る
く
ら
い
の
経

営
が
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
入
会
当
時
よ
り

倫
理
で
学
ん
だ
中
か
ら
い
く
つ
か
実
践
し
て
い
ま
す
。

心
が
穏
や
か
に
な
っ
た
り
、
強
い
信
念
に
な
っ
た
り
、

心
持
ち
が
変
わ
っ
た
り
な
ど
、
様
々
な
面
で
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
倫
理
活
動
を
通
じ
て
い
ろ
ん

な
方
と
お
会
い
で
き
て
い
る「
縁
」を
感
じ
、
今
後
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
倫
理（
特
に
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
）を
人
生
の
修
行
の
場
と
考
え
、
週
に
一
度

で
す
が
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
に
喝
を
い
れ
る

場
と
し
て
参
加
し
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
長 

土
岐
た
つ
夫
）

●
気
づ
き
の
報
告

「
気
づ
き
」と「
出
会
い
」を
大
切
に

●
5
月
の
イ
ベ
ン
ト
報
告		

倫
理
経
営
講
演
会
開
催	

14単
会PICK UP通信

酒田市倫理法人会
●
気
づ
き
の
報
告

突
然
！	

一
般
の
社
員
か
ら
経
営
者
へ

　

5
月
30
日
か
ら
7
月
4
日

ま
で
は
、
山
形
市
蔵
王
の
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
強
化
月
間
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
6
月
6

日
は
第
5
5
5
回
の
特
別
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
一

口
に
5
5
5
回
と
言
っ
て
も
10

年
以
上
の
歳
月
の
積
み
上
げ
で

到
達
し
た
回
数
で
す
。
10
年

の
間
に
は
、
少
し
ず
つ
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
も
増

え
、
そ
し
て
会
場
も
当
初
の
会

場
か
ら
2
倍
の
大
き
さ
に
拡
張

さ
れ
、
現
在
で
は
朝
日
の
燦
々
と
降
り
注
ぐ
中
で
山
並
み
を
遠
く
に
の
ぞ
み

な
が
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
念
す
べ
き
特
別
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の

講
師
は
株
式
会
社
シ
ベ
ー
ル
顧
問
の
熊
谷
眞
一
氏
。
テ
ー
マ
は「
普
及
は
宝
、

働
き
は
最
上
の
喜
び
」。
記
念
す
べ
き
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
相
応
し
い
、

山
形
県
の
倫
理
法
人
会
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
触
れ
る
よ
う
な
講
話
で

し
た
。
静
か
な
語
り
口
の
中
に
も
、
今
日
の
会
の
骨
格
を
作
り
上
げ
た

方
の
実
体
験
に
よ
る
、
心
に
染
み
入
る
よ
う
な
お
話
で
し
た
。
改
め
て
、

現
在
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
倫
理
活
動
が
行
え
る
こ
と
に
感
謝
の
念

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長 

渡
辺
英
一
郎
）

山形市蔵王倫理法人会
●
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
報
告

第
5
5
5
回

特
別
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
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天童市倫理法人会

米沢市倫理法人会
　

6
月
18
日
に
南
陽
市
熊
野
大
社
證

誠
殿
で
行
わ
れ
た
置
賜
ブ
ロ
ッ
ク
朝
礼

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
自
分
は
遅
れ
て
の
参
加
で
し
た

が
、
全
員
で
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
い

ま
し
た
。

　

前
盛
朝
礼
委
員
長
の
指
導
の
下
、
前
半

は
講
義
を
お
聞
き
し
後
半
か
ら
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
活
力
朝
礼
実
習
を
体
験
し

ま
し
た
。
自
社
で
も
活
力
朝
礼
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
活
力
朝

礼
は
と
て
も
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
自
分
か

ら
積
極
的
に
朝
礼
に
参
加
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
な
内
容
で

し
た
。

　

今
ま
で
会
社
で
朝
礼
を
行
っ
て
い
な
い

企
業
や
、
朝
礼
を
も
っ
と
活
気
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
、
倫
理
法
人

会
で
推
奨
し
て
い
る
活
力
朝
礼
を
取
り
入

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
一
日
の

ス
タ
ー
ト
と
し
て
活
力
朝
礼
を
行
う
事
で
、

会
社
の
雰
囲
気
や
そ
の
日
一
日
の
仕
事
に
対

す
る
集
中
力
な
ど
が
向
上
し
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は

と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長 

青
野
直
城
）

　

6
月
28
日
、
女
性
員
会
主
催
の
麻

野
ゆ
か
り
氏
の「
人
生
が
変
わ
る
”断

捨
離
“セ
ミ
ナ
ー
」を
拝
聴
し
た
。

　

講
演
を
聞
い
て
い
る
そ
ば
か
ら
、
す

ぐ
家
に
帰
り
、
掃
除
を
し
た
く
な
っ
た

の
は
、
私
ひ
と
り
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。（
笑
）麻
野
氏
の
お
し
つ
け
で
は
な
い
、

ふ
ん
わ
り
と
し
た
話
方
も
印
象
的
で
、
ひ

と
つ
々
の
例
が
と
て
も
納
得
の
い
く
内
容

だ
っ
た
。

　

な
ん
と
！
翌
日
に
は
、
麻
野
氏
に
断
捨

離
自
宅
訪
問
に
き
て
い
た
だ
い
た
。
麻
野

氏
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に「
ね
え
な
ぜ
こ

れ
を
と
っ
て
い
た
の
？
」と
聞
い
て
く
る
。

じ
ゃ
、
と
ば
か
り
に
私
が「
捨
て
ま
す
」と

い
う
と
、
す
ぐ
捨
て
て
は
ダ
メ
だ
と
言
う
。

「
捨
て
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
」モ
ノ
と

ち
ゃ
ん
と
向
き
合
う
こ
と
。
つ
ま
り
は
、
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
。
そ
れ
ら
は
人
間
関

係
や
人
生
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

『
断
捨
離
は
捨
て
る
に
非
ず
、
自
分
と
向
き

合
う
こ
と
に
あ
る
』

　

ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
バ
ウ

ン
ド
も
少
な
い
。「
あ
る
と
便
利
よ
ね
〜
」

こ
れ
を『
お
せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
』と
い
う
。

自
分
が
買
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
を

『
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
』と
い
う
。
そ
の
彼

女
の
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
な「
言
霊
」に
、
自

ら
考
え
る
力
が
出
て
き
て
、
そ
の
後
モ
ノ

に
ち
ゃ
ん
と「
さ
よ
な
ら
」を
し
、
一
気
に

軽
ト
ラ
一
台
分
の
粗
大
ご
み
を
だ
し
た
。

　

モ
ノ
を
あ
ま
り
お
か
な
い
場
所
を
作
る

と
、
そ
こ
は「
聖
域
」の
よ
う
に
な
り
、
モ

ノ
に
じ
ゃ
ま
さ
れ
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
拭
い

た
り
磨
き
た
く
な
っ
て
く
る
そ
う
し
て
い
る

う
ち
に
と
て
も
心
地
の
い
い
も
の
を
感
じ
、

そ
し
て
、
そ
う
い
う
場
所
を
作
れ
ば
作
る

ほ
ど
、
取
捨
選
択
が
は
や
く
な
っ
て
い
る
の

が
感
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
純
粋

倫
理
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　

麻
野
氏
の
断
捨
離
に
す
っ
か
り
嵌
っ
た

私
は
、
い
つ
も「
ご
き
げ
ん
な
」人
生
を
送

る
た
め
に
、
私
の
断
捨
離
は
ま
だ
ま
だ
続

く（
笑
）　　
（
広
報
委
員
長 

今
田
由
美
子
）

　

8
月
5
日
6
日
と
鶴
岡
市
倫
理
法
人
会

で
は
、（
株
）東
京
カ
モ
ガ
シ
ラ
ラ
ン
ド
代
表

鴨
頭
嘉
人
さ
ん
を
お
呼
び
し
、
特
別
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
8
か
月
前
、
私
が
東
京
で
鴨
頭
さ
ん

の
講
演
を
聞
い
て
、
是
非
鶴
岡
市
に
お
呼

び
し
て
、
鶴
岡
を
、
ひ
い
て
は
山
形
県
を

盛
り
上
げ
た
い
と
練
馬
区
倫
理
法
人
会
の

1
0
0
名
の
前
で
宣
言
し
た
事
に
始
ま
り

ま
す
。そ
の
後
、栗
本
会
長
へ
企
画
書
を
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。
当
時
鶴
岡
市
で
は
認
知

度
が
低
か
っ
た
の
と
日
程
調
整
が
合
わ
ず
、

一
時
は
と
ん
挫
し
か
け
ま
し
た
が
、
4
月
に

寒
河
江
市
倫
理
法
人
会
で
、
鴨
頭
さ
ん
を

お
呼
び
し
た
事
が
き
っ
か
け
で
、
事
態
は
好

転
し
今
回
大
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

当
日
は
3
0
0
名
を
超
す
方
々
が

お
越
し
く
だ
さ
り
、
会
場
は
笑
顔
と

熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
司
会

を
仰
せ
つ
か
り
、
緊
張
と
胃
の
痛
み
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
鴨
頭

さ
ん
か
ら「
倫
理
は
成
功
や
失
敗
で
は

な
い
よ
。
思
い
っ
切
り
や
っ
て
ご
ら
ん
」

と
背
中
を
押
し
て
貰
い
な
が
ら
、
司
会

を
楽
し
み
ま
し
た
。
講
演
会
の
後
半
に

た
っ
た
１
分
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
全
体
が
良
い

気
の
流
れ
に
変
わ
り
、
笑
顔
に
包
ま
れ
、

鴨
頭
さ
ん
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
な
が
ら
こ

ち
ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
席
で
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

等
で
の
講
師
に
左
右
さ
れ
な
い
単
会
作
り

が
課
題
と
話
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
、
役
員
さ
ん
の
意
識
と
元
気
良
い
挨
拶

と
笑
顔
の
お
出
迎
え
等
が
必
要
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
今
私
が
仰
せ
つ
か
っ
た
役
職
を

通
し
て
自
分
と
い
う
素
晴
ら
し
い
存
在
を

使
い
切
っ
て
生
き
て
行
き
ま
す
。

　

今
回
の
運
営
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
長 

田
中
正
之
）

●
気
づ
き
の
報
告

朝
礼
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

●
気
づ
き
の
報
告

麻
野
氏
は
言
う「
あ
な
た
は
”と
り
あ
え
ず
“

の
人
生
で
い
い
ん
で
す
か
？
」と
。

鶴岡市倫理法人会
●
8
月
の
イ
ベ
ン
ト
報
告

炎
の
講
演
家	

鴨
頭	

嘉
人
氏
の

「
仕
事
の
価
値
は
自
分
で
つ
け
ろ
！
」開
催
！

　

北
村
山
倫
理
法
人
会
も
、
県
役
員
様
は

じ
め
他
単
会
の
皆
様
の
御
協
力
を
賜
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
１
０
０
回
目
の
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
多
数
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
講

師
と
し
て
近 

清
剛 

相
談
役
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
社
は「
聖
堂
」で
あ
る
と

と
も
に
、
倫
理
で
は
会
場
が
聖
堂
、
家
庭

で
は
家
が
聖
堂
で
あ
る
。
社
員
が
誇
り
と

喜
び
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

「
漬
物
資
格
士
1
級
・
2
級
・
3
級
」と
い

う
資
格
を
つ
く
る
な
ど
、
会
社
の
こ
と
の
み

な
ら
ず
、
広
範
囲
に
わ
た
り
よ
く
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。
子
供
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て「
自
覚
」「
良
心
」「
想

像
力
」「
実
行
力
」「
意
志
力
」を
持
っ
て
い
る
。

私
た
ち
も
実
行
し
子
供
た
ち
に
見
せ
て
教

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　

北
村
山
倫
理
法
人
会
は
設
立
よ
り
2
年

た
ち
ま
す
。
家
も
建
て
た
際
は
キ
レ
イ
で

す
が
、
2
年
も
す
る
と
住
む
人
の
雰
囲
気

で
暗
く
も
明
る
く
も
な
り
ま
す
。
家
庭
も

倫
理
も
道
徳
性
と
倫
理
性
を
も
っ
て
作
っ
て

い
く
も
の
だ
と
お
聞
き
し
、
明
朗
一
番
を
目

指
す
北
村
山
に
は
い
い
教

訓
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
２
０
０
回
・

３
０
０
回
と
北
村
山
倫
法

人
会
は
も
と
よ
り
、
会
員

企
業
と
も
ど
も
継
続
・
発

展
し
て
参
り
ま
す
よ
う
日

頃
よ
り
、
精
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
副
専
任
幹
事 

菅
原
雄
一
）

●
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
報
告

１
０
０
回
記
念

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

北村山倫理法人会
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庄内中央倫理法人会

南陽市倫理法人会
　
「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
言
う
と
、

ど
う
し
て
も
名
称
か
ら
し
て
堅
苦
し
い
」

「
前
夜
の
付
き
合
い
で
の
疲
れ
で
な
か
な

か
起
き
ら
れ
な
い
」「
ま
だ
1
回
も
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
ど
ん
な
方
が

い
る
の
か
判
ら
ず
実
行
で
き
な
く
て
い
る
」

「
参
加
し
な
く
て
も『
職
場
の
教
養
』が
キ
チ

ン
キ
チ
ン
と
届
く
し
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
だ
」

…
な
ど
と
考
え
て
お
ら
れ
る
会
員
さ
ん
が
ス

リ
ー
ピ
ン
グ
会
員
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
？

と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
会
員
の
方

に
、
近
く
の
方（
紹
介
者
）が
、
一
声
掛
け

て
い
る
の
か
確
認
し
て
い
な
い
当
方
も
悪
い

の
だ
が
…
。
何
と
か
、
こ
の
問
題
を
打
破
し

よ
う
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
作
戦
に
猛
暑
の
中
苦

悩
す
る
の
に
も
疲
れ
て
き
て
い
る
昨
今
で
あ

る
が
、週
一
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
ス
リ
ー

ピ
ン
グ
会
員
さ
ん
も
含
め
声
掛
け
な
が
ら

出
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
入
会
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
の
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
が
絶
対
的

条
件
で
す
ね
！！

（
専
任
幹
事 

青
木
勲
）

　

4
月
20
日（
月
）三
川
町
い
ろ
り
火

の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
に
て
平
成
27
年

度「
倫
理
経
営
講
演
会
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
雨
降
り
の
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
大
勢
の
お
客

様
に
お
い
で
頂
き
会
場
は
ほ
ぼ
満
席

に
な
り
、
ご
来
場
頂
い
た
皆
様
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
会

員
企
業
の
す

ば
ら
し
い
朝

礼
実
演
が
行

わ
れ
ま
し
た

が
今
年
は
、

事
業
体
験
報

告
を
青
森
県

倫
理
法
人
会 

相
談
役
で
大
泉
開
発
株
式

会
社 

坂
本
和
記
代
表
取
締
役
会
長
に「
恩

意
識
と
、
後
始
末
」の
テ
ー
マ
で
お
話
頂

き
ま
し
た
。
倫
理
経
営
の
実
践
を
考
え
、

精
一
杯
生
き
て
き
た
こ
と
で
良
い
結
果
が

生
ま
れ
て
継
続
し
て
い
る
、
ピ
ン
チ
は
強

い
心
で
終
始
一
貫
や
り
ぬ
く
、
チ
ャ
ン
ス
は

気
づ
き
と
即
行
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
、

最
後
に
謝
恩
と
後
始
末
の
お
話
を
経
験
の

実
例
を
示
し
て
解
り
や
す
く
お
話
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

講
演
は
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所 

中

西
浩
参
与
に「
こ
こ
に
活
路
あ
り
」〜
大
転

換
期
を
い
か
に
乗
り
き
る
か
〜 

を
テ
ー
マ

に
お
話
頂
き
ま
し
た
。
変
化
の
激
し
い
時

代
に
お
い
て
、
何
を
考
え
行
動
す
る
か
、

実
例
を
示
し

解
り
や
す
く

お
話
頂
き
ま

し
た
。
現
場

を
中
心
と
し

た
三
現
主
義
、

幸
福
と
逆
流

の
波
動
が
あ

り
宿
命
を
受
け
入
れ
、
出
会
い
や
チ
ャ
ン

ス
、
行
動
で
運
命
を
変
え
て
い
く
。
商
道

は
利
益
を
上
げ
る
道
で
な
く
、
必
要
と
さ

れ
る
も
の
を
提
供
す
る
基
本
を
揺
る
が
せ

ず
、
商
い
の
道
で
新
し
い
世
界
を
開
く
事

な
ど
、
多
数
の
気
づ
き
を
頂
く
こ
と
が
出

来
、
大
変
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

当
日
は
他
単
会
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
広
報
委
員
長 

秋
葉
正
一
）

　

今
年
度
の
倫
理
経
営
講
演
会
は

5
月
25
日
、
会
場
ザ
・
リ
ヴ
ィ
ン
ト

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
花
野
井
勝
浩
法
人
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、
事
業
体
験
報
告
に

黒
澤
眞
次
倫
理
経
営
上
級
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
迎
え「
こ
こ
に
活
路
あ

り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
黒
澤
氏
の
事
業
体
験
報
告
で
は
、デ
パ
ー

ト
火
災
を
起
こ
し
た
窮
地
の
体
験
よ
り
専

門
家
集
団
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
、
倫
理
と

出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
倫
理
経
営
が
プ
ラ
ス

の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
引
き
起
こ
し
、
企
業
発
展

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

花
野
井
氏
の
講
演
で
は
、
倫
理
に
反
す

る
行
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
命
に
係
る
苦
の
出

来
事
、
そ
し
て
倫
理
に
目
覚
め
て
行
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
福
の
出
来
事
を
臨

場
感
た
っ
ぷ
り
に
熱
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
の
感
想
で
は
、
倫
理
と

実
践
が
大
変
解
り
や
す
く
、
是
非
来
年
も

黒
澤
氏
の
講
演
を
聞
き
た
い
と
の
感
想
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
倫
理
経
営
講
演
会
に
よ

り
倫
理
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
専
任
幹
事 

中
鉢
義
邦
）

　

7
月
23
日
木
曜
日
6
時
半

よ
り「
2
0
0
回
記
念
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。「
継
続
者
と
し

て 

経
営
者
と
し
て
」と
題
し

ま
し
て
株
式
会
社
あ
じ
ま
ん

の
代
表
取
締
役
佐
藤
友
紀
氏

に
よ
り
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

昨
晩
か
ら
天
候
が
悪
く
、
大

変
足
元
の
悪
い
中
、
早
朝
よ

り
96
名
の
参
加
者
に
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
別
モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
山
形
市
中
央

倫
理
法
人
会
設
立
よ
り
2
0
0
回
目
と
い

う
節
目
も
あ
り
、
普
及
拡
充
に
重
点
を
置

い
て
、
単
会
会
員
を
中
心
に
ご
案
内
を
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
は
じ
め
て
実
行
委

員
長
を
務
め
た
斎
藤
雅
樹
青
年
委
員
長

は
、今
年
の

3
月
末
か

ら
単
会
幹

事
の
協
力

を
仰
ぎ
な

が
ら
、徐
々

に
準
備
を

初
め
、山
形

市
を
中
心
と
し
た
近
隣
単
会
へ
の
案
内
を

積
極
的
に
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
多
数
の
参
加
者
に

も
恵
ま
れ
、
2
0
0
回
目
を
記
念
す
る
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
成
功
へ
と
導
い
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
斎
藤
青
年
委
員
長
は
、

自
単
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
皆

出
席
し
て
お
り
、
今
後
、
ま
す
ま
す
の
活

躍
に
期
待
が
持
た
れ

ま
す
。（

広
報
委
員
長

 

丸
子
芳
史
）
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東
京
都
は
そ
れ
こ
そ
個
人
の
会
立
ち
上
げ
か

ら
長
い
歴
史
と
倫
理
文
化
が
あ
り
、
年
月
を
経

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
倫
理
講
話
の
型
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
栞
に
書
か
れ
て
い
る
普
及
の
方

法（
16
P
後
ろ
か
ら
2
～
4
行
目
の
文
章
）
と

ピ
ッ
タ
リ
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
山
形
県
は
独
特
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
た
め
、
東
京
都
に
見
ら
れ
る『
純
粋

倫
理
実
践
内
容
の
共
有
』
と
い
う
伝
統
的
な
講

話
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
、
先
達
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
も
の
や
講
話
指
導
の
機
会
も
無
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
本
来
あ
る
べ
き
正
し

い
講
話
と
乖
離
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
は
知
識
を
教

わ
る
場
、
実
践
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
場
で
は
な
く
、

奇
跡
を
共
感
す
る
場
、
未
会
員
の
み
な
ら
ず
会

員
へ
の
普
及
の
場
で
も
あ
る
と
い
う
面
で
栞
と

乖
離
し
て
い
る
点
も
同
様
で
す
。「
朝
か
ら
と
て

も
良
い
勉
強
が
で
き
る
か
ら
お
い
で
よ
」
で
は

な
く
、「
朝
く
れ
ば
絶
対
幸
せ
に
な
れ
る
か
ら
お

い
で
よ
」
が
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
と
純
粋
倫

理
を
一
致
さ
せ
る
大
本
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
７
月
２
日
～
４
日

に
か
け
て
、
県
主
催
に
よ
る
4
つ
の
純
粋
倫
理

講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
庄
内
中
央
、
山

形
市
蔵
王
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
企
画
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
講
師
が
豊
島

区
倫
理
法
人
会
の
工
藤
直
彦
専
任
幹
事
で
し
た
。

工
藤
氏
か
ら
は
４
回
に
渡
り
素
晴
ら
し
い
提
言

を
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

普
及
と
会
員
拡
大
を
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
て
は

い
な
い
か
？
と
工
藤
氏
。
組
織
の
拡
大
は
必
要
。

こ
れ
は
是
非
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て

普
及
は
純
粋
倫
理
を『
あ
ま
ね
く
お
よ
ぼ
す
』の

だ
か
ら
、
入
会
イ
コ
ー
ル
普
及
と
は
な
ら
な
い
。

正
し
い
普
及
の
意
味
は『
入
会
し
た
方
が
倫
理

指
導
を
受
け
て
苦
難
を
解
消
す
る
倫
理
体
験

（
超
常
識
体
験
）
を
し
、
純
粋
倫
理
の
正
し
さ
が

わ
か
れ
ば
、
そ
れ
を
友
人
知
人
に
伝
え
て
い
た

だ
く
こ
と
』に
あ
り
ま
す
。
超
常
識
体
験
に
よ
っ

て
得
た『
純
粋
倫
理
の
正
し
さ
』を
伝
え
る
場
が

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
な
の
で
す
。

　

ま
た
研
究
所
に
払
う
お
金
は
月
謝
で
あ
る
。

月
謝
で
あ
る
か
ら
に
は
上
達
が
な
け
れ
ば
払
う

価
値
が
無
い
。
も
し
英
会
話
教
室
に
入
会
し
て

毎
月
の
謝
金
を
払
い
な
が
ら
、
い
つ
ま
で
経
っ

て
も
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
な
ら
ば
、
誰
が
考

え
て
も
そ
れ
は
お
か
し
い
し
辞
め
て
し
ま
う
の

が
当
た
り
前
で
す
。

　

純
粋
倫
理
の
ベ
テ
ラ
ン
や
役
員
は
、
倫
理
指

導
を
受
け
富
士
研
に
行
き『
お
世
話
役
』
と
し

て
の
研
鑽
を
積
ん
で
普
及
し
な
さ
い
と
の
こ
と
。

単
会
に
お
い
て
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
運

営
を
よ
く
よ
く
検
討
し
是
非
正
し
い
普
及
の
場

に
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
も
し
そ
う

な
れ
ば
栞
の
16
P
の
４
～
７
行
目
が
起
こ
り
ま

す
。
自
然
と
会
の
外
か
ら
苦
難
解
決
を
求
め
て

人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
今
年
度
会
員
数
目
標

は
１
０
０
社
で
す
、
必
ず
や
り
ま
す
的
な
言
わ

さ
れ
や
ら
さ
れ
会
員
拡
大
が
先
で
は
な
く
、
む

し
ろ
正
し
い
普
及
を
や
っ
て
や
っ
て
や
り
ぬ
く
。

栞
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
会
の
活
動
に
齟
齬

が
な
い
か
を
確
認
し
あ
い
、
会
員
の
苦
難
克
服

に
多
く
の
方
が
手
を
差
し
伸
べ
る
会
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
む
し
ろ
そ
の
方
が
会
員
が
増

え
る
し
辞
め
ま
せ
ん
よ
と
工
藤
氏
。
今
回
、
北

極
星
が
く
っ
き
り
と
見
え
ま
し
た
。
羅
針
盤
は

手
中
に
あ
り
。
ま
ず
は
倫
理
指
導
を
受
け
る
方

を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
山
形
県
倫
理
法
人
会 

副
幹
事
長 

土
屋
和
浩
）

超常識を愉しむ。
純粋倫理
「その知られざる領域」
まるわかりセミナーを
開催しました
講師 工藤直彦 氏

小国おもしろ経営塾［27年度の活動］
H26.  9月 「底力を養おう」

（株）アサヒ印刷代表取締役 岩見信宏 氏
H26.10月 「マメに生きる」

（株）でん六代表取締役 鈴木隆一 氏
H26.11月 「倫理は小国という宝に生かされて」

（株）三奥屋代表取締役 近清剛 氏
H26.12月 「白いカラスと隣の女房」

倫理研究所法人アドバイザー 藤本定明 氏
H27.  1月 「三方よし  アラカルト」

（株）マルナカ中村商店代表取締役 中村恒一 氏
H27.  2月 「ありがとうの心」

県立山形中央高校教諭・野球部監督 庄司秀幸 氏
H27.  3月 「活力朝礼の実践」

山形市中央倫理法人会朝礼委員長 菊池勇棋 氏
H27.  4月 「噂の研修体験と父への手紙」

山形県倫理法人会広報委員長 五十嵐久仁子 氏
H27.  5月 「倫理を学び、そして経営塾を卒塾した今」

（株）庄司製作所代表取締役 庄司大 氏
H27.  6月 「地方創生と倫理」

（株）シベール創業者 熊谷眞一 氏
H27.  7 月 「イザベラ・バードの山形路」

東北文教大学客員教授 渋谷光夫 氏
H27.  8 月 「倫理と出会って人生が変わった」

倫理経営インストラクター 横山時子 氏

　いまから400年前、米沢に移り住むようになっ
た「上杉家」は、政治的にも経済的にも大きなハ
ンディを背負いながら、家臣団とその家族の存続
のために、謙信に学んだ「義」を貫き、直江兼続
は「この米沢で何ができるか、何をすべきか」理
想的な社会を築くために、能力と知恵と熱意の全
てを注ぎ込みました。その歴史が米沢に住む人々
やまちの至るところに刻み込まれています。　
　未来を予測して、自ら積極的に学んで自己を確
立。これで良いと自己を肯定し、相手の立場でも
のを考え、力を尽くすことができる。他人に対し
て素直になり、相手の喜びを自分の喜びと感じら
れるようになる…これぞ、まさしく「倫理の教え」
に直結いたします。

先人に学ぶ、おもしろ経営塾

［27年度の活動］
H26.11月 「上杉鷹山の訓え」

明るい未来を拓くために…PART1 
H26.12月 「上杉鷹山の訓え」

明るい未来を拓くために…PART2
H27.  2月 「伝国の辞」
H27.  4月 「個の自立と社会」
H27.  5月 「讓の教え」

　

平
成
27
年
度
よ
り

始
ま
っ
た「
お
も
し
ろ

経
営
塾
」
は
、
あ
ま

り
倫
理
普
及
さ
れ
て

い
な
い
地
域
に
準
拠
点

を
作
り
倫
理
の
仲
間
作

り
を
拡
げ
て
行
こ
う
と
い

う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
長
井
市

倫
理
法
人
会
ご
協
力
の
も
と「
小
国
お
も
し
ろ

経
営
塾
」を
白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ア
ス
モ
」多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

毎
回
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師

陣
を
招
い
て
着
実
に
回
を
重
ね
、
参
加
さ
れ

た
多
く
の
方
々
に
、
倫
理
法
人
会
の
取
り
組

み
や
学
び
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
10
社
以
上
の
方
が
入

会
さ
れ
る
な
ど
、
嬉
し
い
成
果
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
「
お
も
し
ろ
経
営
塾
」
の

好
評
か
ら
派
生

し
た
第
二
弾
、「
先

人
に
学
ぶ
、
お
も
し

ろ
経
営
塾
」
を
、
新
た
に
米

沢
市
倫
理
法
人
会
の
ご
協
力
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は「
上
杉
鷹
山
」
に
照
準
を

合
わ
せ
、
座
学
や
旧
跡
を
巡
り
歩
く
歴
史
探

訪
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
九
里
学
園
高
等
学
校
、

日
本
史
専
攻
の
遠
藤
英
先
生
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
も
し
ろ
経
営
塾
」
は
山
形
県
倫
理
法
人

会
の
拡
充
活
動
に
お
け
る
一
つ
の
柱
と
し
て
、

今
後
も
継
続
的
に
発
展
、
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
是
非
会
員
の
皆
様
の
多
く
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山
形
県
倫
理
法
人
会
主
催

お
も
し
ろ

経
営
塾

工藤直彦 氏　プロフィール
東京都豊島区倫理法人会専任幹事
前東京都幹事長、倫理経営インストラクター
アーティスティックコミュニティ代表
昭和39年生まれ。岡山県出身。東京証券（株）（現 東海東京証券）にてリテー
ル営業、企業部（株式公開業務）、事業法人部（上場企業の資金調達、資金運用）
を経て、生・損保、年金商品販売、投資アドバイザー、講演、コンサルティ
ング業務、ミュージシャン派遣事業、コンサート企画運営、音響・映像機材
レンタル事業、海外での植林事業を行っている。

■庄内ブロック主幹特別イブニングセミナー
「決心の仕組み」

7月2日 18：30 〜 庄内町やくけっちゃーの

■庄内中央倫理法人会モーニングセミナー
「純粋倫理的コミュニケーション」

7月3日 6：30 〜 庄内町商工ふれあい会館

■山形県主幹特別イブニングセミナー
「なぜ普及が大切か」	

7月3日 18：00 〜 ブルーノ

■山形市蔵王倫理法人会
特別モーニングセミナー
「実践から体験へ」

7月4日 6：30 〜
山形グランドホテル

怒濤の4連発
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